
解説
（３）

①(C6H10Ｏ5)ｎ → nC6H10Ｏ5

反応式を書く（必要な物質だけでよい・今回は水は省略）

多糖（デンプン・セルロース）の
一般式・分子量

(C6H10Ｏ5)ｎ＝１６２ｎ

3.24     0.02
―――=―――（mol）
１６２ｎ　　　 n

デンプンの物質量は

グルコースの物質量を

x(mol)とすると

反応式の係数比から
0.02
―――：ｘ=１：ｎ
　 n

ｘ＝０．０２（mol）

反応①デンプン→（加水分解）→グルコース

反応②グルコース→（アルコール発酵）→エタノールとＣＯ２

②C6H10Ｏ5　→ ２Ｃ2H5OH + 2CO2

エタノールの質量をy(g)とすると

エタノールの分子量は46だから

反応式の係数比から

            y
０.０２:―――=１：2
　         46

y＝1.84（g）

アルコール発酵
の式覚える



（４）

（i）

水（水溶液）でhの高さ→水銀でやると高さいくら?

水面

ここでの圧力が水でも
水銀でも等しいと考える

（物理公式の方が
考えやすい）

水圧p=ρhg
ρ：密度
h：高さ

g:重力加速度の大きさ
（物理の公式）

圧力をｈ’(mmHg)とすると

水銀の高さもｈ’(mm)なので

水の圧力＝水銀の圧力

1.0×204(mm)=13.6×h'

x=15(mmHg)

圧力がx(mmHg)

水銀ではかるとx(mm)
の高さになる

mmHgをPaに直すと

760:1.0×105=15:p

p≒0.0197×105　　　　　よって2.0×１０３(Pa)

ｍｍＨｇとPaの関係
760mmHg=1.0×105Pa

（ii） 　　　　浸透圧

          　　　　w
ΠV=nRT=――ＲＴ
　　　　　　　　　Ｍ

水圧の式を書くときはg
は省略する

     　　 w
ΠV＝――ＲＴより
 　　　　 Ｍ

　　　　ｗＲＴ
Ｍ＝――――
　　　　ΠＶ

　　　1.0×8.3×103×300
　 ＝―――――――――――――
　　　1.97×１０３×１６６×１０－３

　 ≒７．６１×１０３

よって7.6×１０３

四捨五入する前の値を使う



（５）
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セルロースの構造

・・・ ・・・
(C6H7Ｏ2（ＯＨ）3)ｎ

と表すこともできる

３つのＯＨが硝酸エステル（ＯＮＯ２）に変わる

反応式は
(C6H7Ｏ2（ＯＨ）3)ｎ　＋ ３nＨＮＯ３ → (C6H7Ｏ2（ＯNO2）3)ｎ

トリニトロセルロースの分子量は２９７n

トリニトロセルロースの物質量は

5.94×102      2
――――――=――（mol）
　　297ｎ　　　 　n

硝酸の分子量は63

硝酸の質量をx(g)とすると

反応式の係数比から

　2　　 ｘ
――：――=１：３ｎ
  n　　６３

ｘ＝３７８（g）

濃硝酸の溶質を求める

濃硝酸の質量をy(g)とすると
 378　　 
―――×１００＝６０
   y　　

y＝630　　よって6.30×102(g)

濃硝酸の溶液を求める


